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Abstract 
The purpose of this study is to consider the actual situation of regular courses at Learning 
Commons in Japan. At first, the literature survey revealed that 12 courses were held at Learning 
Commons. As a result of case study, academic skill education for first-year students was the 
most common, and the second was librarian education for students who wished to be librarians. 
However, regular courses at Learning Commons existed in all curriculums of liberal arts 
education, specialized education, and graduate school education. As educational method, 
regular courses at Learning Commons have used methods such as active learning and project-
based learning. It was suggested that the advantage of courses at Learning Commons is that 
"resources for communication" such as tools necessary for presentation and discussion and 
"resources for media" such as tools necessary for producing booklets and video contents can be 
used there. In addition, Learning Commons is open to the local community people and has the 
potential to create new educational practice through contact with the people outside university. 
It was suggested that the openness and view of the Learning Commons is generally an 
advantage in educational practice, but sometimes hinders the concentration of students. 
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1. 問題設定と研究目的 

 ラーニングコモンズ（以下 LC）を設置する大学

が全国で年々増加している。LC は、大学が、学生

の授業時間外での主体的な学習や正課外での自主

的なグループ活動などを支援する上で重要な環境

となっている。そして、LC の増加に伴って、LC
に関する調査報告、実践報告も増加している。 
 例えば、浜島ら（2015）は、LC の高頻度利用学

生への調査から、彼らの利用実態と学習特性を明

らかにしている。また、鈴木ら（2015）は、LC を

利用する学生への調査から、LC のエリア使用状

況、とりわけ、学習相談エリアの利用状況につい

て報告している。また、木原ら（2019）は、LC を

利用する学生層、学部・学年別の利用の特徴につ

いて述べている。さらに、岩崎ら（2018）は、全

国の大学が LC をどう評価しているのか総括的に

分析し、その結果、LC の利用動向を明らかにす

る調査が最も多く、全体の約半数を占める一方、

学生の学習成果を明らかにする調査は限られてい

ると指摘している。そして、現在の LC の調査は、

大学が「学生がどう LC を利用しているのか」を

把握しようとするものが中心的であると述べてい
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る。そのように、LC の調査として学生の利用動向

を把握するものが中心的である背景には、LC は、

学生が正課外に個人やグループで自発的・主体的

に利用する場であるという前提がある。 
 一方で、LC に関して授業実践のための利用に

関する調査報告、実践報告は少ない。岩崎ら（2021）
は全国の 4 年制大学への調査において、「授業に

関わる学習支援」の内容を分類しているが、授業

に関わるものの中でも、そのほとんどが「授業に

関連するセミナーや個別指導の実施」や「授業に

関連する図書・資料利用の促進」である。つまり、

多くの学生は、授業の予復習や授業課題に取り組

む場として LC を利用しており、そうした結果か

らも、LC を利用した授業実践そのものの少なさが

窺える。 
 確かに、LC は、第一義的には、正課外の時間に

おける学生の学習支援のための環境である。しか

し一方で、LC は、身分や学年にかかわらず誰で

も利用することができ、また、校舎における通常

の教室（講義室やセミナー室）には必ずしも完備

されていないさまざまなリソース（resource）が備

え付けられているなど、新しい教育的可能性を持

った環境でもある。なお、ここでいうリソース

（resource）とは、「人間が学習活動する際に，個々

の場面に応じてその都度利用し参照する資源」

（Lave, J., & Wenger, E. 1991）を指す。LC には、什

器類や情報機器などの物理的道具、学習材などの

アカデミックリソース、スタッフなどの人的リソ

ースなど様々なリソースが存在しており、それら

を効果的に利用することで、新しい教育的可能性

を拓くことができると考えられる。 
 大学の正課授業において、教員による知識伝達

型の教育方法だけではなく、アクティブラーニン

グや PBL（Project Based Learning）による知識構成

型の教育方法を用いることの重要性が指摘されて

久しい。通常の教室も、最近では、机・椅子を可

動式にしたり、ホワイトボードを置くなど、従来

の一斉授業のための固定式の講義室とはかなり様

相が異なる教室も増えてきているが、LC こそ、

本来的に PBL やアクティブラーニングの教育実

践に馴染む環境である。つまり、教員が、LC の特

徴や LC 環境の充実したリソース（resource）を効

果的に利用することで、校舎における通常教室

（講義室、セミナー室）では実践しにくい授業実

践、ないしはより効果的な授業実践の展開が期待

できる。 
 以上より、LC の環境やリソース（resource）を

利用した授業実践に関する研究知見を見出すこと

は大学教育における重要課題といえる。そこで、

本研究では、LC で行われている正課の授業に着目

して文献調査を行い、LC で実施されている正課授

業に関する現状を整理することを目的とする。 
 
2. 研究方法 
 CiNii を活用した論文検索による文献収集の方

法を用いる。CiNii で「ラーニングコモンズ」と論

文検索すると、2022 年 2 月 25 日時点で 496 件の

文献（学会発表，紀要，雑誌記事，論文）が表示

された。本研究は、LC で正課として行われている

授業実践の現状を整理することが目的であるた

め、「ラーニングコモンズ」に関連ワードを加え、

①「ラーニングコモンズ 授業」、②「ラーニング

コモンズ 科目」、③「ラーニングコモンズ 教員」

とそれぞれ検索して、文献を収集した。①、②は、

LC における授業に関する文献を収集すること、加

えて③は、授業は教員が行うものであるため、LC
と教員に関連した文献を収集することを目的とし

た。その上で、LC を利用した授業に関する文献を

整理した。 
 
3. 結果と考察 
 
3.1 文献の検索結果と整理 

 CiNii での論文検索の結果、①「ラーニングコモ

ンズ 授業」では 39 件、②「ラーニングコモンズ 

科目」では 7 件、③「ラーニングコモンズ 教員」

では 14 件の表示結果であった（2022 年 2 月 25 日

時点）。 
 文献整理の手続きとして、まず、①「ラーニン

グコモンズ 授業」の検索結果は 39 件であった

が、その中には、ヒットはしたものの、LC を利用

した授業実践に関する文献ではないもの（例えば、

「ラーニングコモンズでの授業支援システム」とい

った文献）も含まれているため、一つずつ文献の
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内容を確認し、具体的に授業の内容や方法につい

て述べられた文献であるかを精査した。その結果、

①では 10 件（9 事例・9 大学）が LC を利用した

授業実践に関する文献に該当した。次に、②「ラ

ーニングコモンズ 科目」の検索結果は 7 件であ

り、全てが授業実践に関する文献であった。しか

し、そのうち 5 件は、上記の①の検索結果の 10 件

と重複しており、結果として、②では 2 件（2 事

例・2 大学）が新たに LC を利用した授業実践に関

する文献として加わった。さらに、③「ラーニン

グコモンズ 教員」の検索結果は 14 件であった

が、その中には LC を利用した授業実践に関する

文献ではないもの（例えば、「ラーニングコモンズ

での教員の協力」といった文献）も含まれており、

具体的な授業の内容や方法について述べられた文

献は 4 件であった。そのうち 3 件は①または②の

検索結果と重複しており、結果として、③では 1
件（1 事例・1 大学）が新たに LC を利用した授業

実践に関する文献として加わった。 
 以上より、最終的に 13 の文献、12 事例（12 大

学）をこれまでに LC で行われている正課の授業

実践とし、本研究の分析対象とした。 
 
3.2 事例の整理と分析 
 12 事例全てについて、各授業の概要を整理し、

それぞれの LC 利用に関する特徴を分析する。 
 

（（1））事例①：Ａ大学における授業 
 A 大学では、初年次対象の共通教育科目「大学・

社会生活論」の中の 1 コマで「大学図書館の利用

法」、「データサイエンス基礎」の中の 1 コマで「学

術情報の探し方」を図書館職員が主担当となって

行っている。主に図書館オリエンテーション的な

内容と情報検索法の基礎的な内容を扱っている

（橋 2020）。 
＜分析＞ 
 本事例では、教育対象は初年次学生、教育内容

は図書館の利用や情報検索に関するものである。

正課の授業ではあるがその中の 1 コマを利用して、

教員ではなく図書館職員が授業を行っている点が

特徴である。LC の授業での利用に関しては明確に

は論じられていないが、正課外に図書館職員が中

心となって、LC などを利用し、図書館主催のセミ

ナーやレポート作成基礎講座などを積極的に開催

している。 
 

（（2））事例②：Ｂ大学における授業 
 B 大学では、「わくほくメディアラボ」と呼ばれ

るラーニングコモンズにおいて、そこに居る学習

コンシェルジュと呼ばれる教員が、学内の科目担

当教員と連携しながら「学習コンシェルジュ連携

科目」を行っている。（高ら 2018）。 
＜分析＞ 
 本事例では、LC に教員を配置していること、ま

た、その教員と学内の科目担当教員との連携によ

り授業を実施している点が特徴である。 
 

（（3））事例③：Ｃ大学における授業 
 C 大学では、図書館司書課程における「図書館

情報資源特論」の授業で LC を利用している。具

体的には、冊子体をグループワークで作成する活

動、特に、コンテンツの資料や素材があり、パソ

コンを使用して原稿を作成する上で必要な用具が

そろっているため図書館の LC（C 大学ではアクテ

ィブラーニングコモンズと呼んでいる）を利用し

ている（設楽 2018）。 
＜分析＞ 
 本事例では、受講生の学年・学科はバラバラで

あるものの、図書館司書課程の授業で LC を利用

している点が特徴である。特に、冊子の作成や編

集など、PC を使う上で LC が有益であることが窺

える。 
 

（（4））事例④：Ｄ大学における授業 
 D 大学では、「社会文化心理学」の授業でラーニ

ングコモンズを利用している。この科目は、PBL
などのアクティブラーニングの手法を用いて学生

自身が大学内に若者文化を生成することを通じて、

リテラシーやコンピテンシーといった様々なジェ

ネリックスキルを育成するための教育実践である。

それはプレゼンテーションやディスカッションだ

けでなく、地域のインフルエンサーや専門家によ

るゲストトークやフィールドワークを取り入れて

いる授業である（奥田 2018）。 
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＜分析＞ 
 本事例は、LC において、プレゼンテーションや

ディスカッションを取り入れるだけでなく、地域

社会からゲストを招き、ゲストによるトークを行

っている点に特徴がある。 
 

（（5））事例⑤：Ｅ大学における授業 
 E 大学では、福祉教育授業における導入部分の

モデル動画コンテンツの作成を、ラーニングコモ

ンズを活用して行っている（安倍ら 2017）。 
＜分析＞ 
 本事例からは、LC の環境が、動画コンテンツの

作成・編集を行う教育実践と符合的である可能性

が示唆される。 
 

（（6））事例⑥：Ｆ大学における授業 
 F 大学では、教養的科目「自然科学論Ⅰ」にお

いて、アクティブラーニングによりキー・コンピ

テンシーを涵養している。そのために、ラーニン

グ・コモンズの環境強化が必要であると述べてい

る（溝口 2017）。 
＜分析＞ 
 本事例からは、LC が、教養教育におけるコンピ

テンシーの涵養や、アクティブラーニングの実践

のために適合する教育環境であることが示唆され

る。 
 

（（7））事例⑦：Ｇ大学における授業 
 G 大学では、図書館のラーニングコモンズ（ラ

ーニング・スクエアと呼ばれている）のオープン

なスペース「グループ学習スペース」において、

大学院生対象の授業科目「ザ・プレゼンテーショ

ン」を実施している。受講生への調査の結果、ラ

ーニング・スクエアは、開放的で立ち寄りやすい

という点が評価されている一方で、周囲の目や音

が気になるため授業への集中が妨げられるという

側面もあり、活発な議論や発表の場として活用す

るには課題が存在することを指摘している（松原

ら 2017）。 
＜分析＞ 
 本事例では、教育対象が大学院生で、教育内容

はプレゼンテーションの訓練である。LC の環境に

ついての調査結果を踏まえ、開放的ではあるが、

周囲の目や音が気になるという LC の負の側面も

指摘されている点が特徴である。 
 

（（8））事例⑧：Ｈ大学における授業 

 H 大学では、司書課程科目「児童サービス論」

の通常講義をアクティブ・ラーニング・スタジオ

を使用し実施している。図書館の変化に伴い、司

書の役割も変化するため、メディアファシリテー

ターを育成する必要があることを指摘している

（平井ら 2015）。 
＜分析＞ 
 本事例では、図書館の変化に対応できる司書の

育成ための教育実践（司書課程科目）のために LC
を利用している点に特徴がある。 
 

（（9））事例⑨：Ｉ大学における授業 
 I 大学では、老年看護学の演習において，紙上患

者の看護課題に対して、パーソナルワーク、グル

ープワークを経て、プレゼンテーションとタブレ

ット端末利用による実践を、アクティブラーニン

グコモンズを活用して行っている。そして、アク

ティブラーニングコモンズに関して、学生らは主

体的な授業参加ができる一方、ツール活用に関す

る戸惑いがあることを指摘している（岡田ら 2015）。 
＜分析＞ 
 本事例は、教育対象が看護系の学生である。タ

ブレット端末を用いたアクティブラーニングのた

めに LC（アクティブラーニングコモンズと呼ばれ

ている）を利用していることが分かる。 
 

（（10））事例⑩：Ｊ大学における授業 
 J 大学では、ラーニングコモンズに在駐してい

る教員が実施する正課外のアカデミックスキルセ

ミナーに出席した学生には、一部学部の特定の正

課科目の成績評価で点数が加点される仕組みにな

っている（鈴木ら 2016）。 
＜分析＞ 
 本事例では、教育対象は主として初年次学生で

あり、教育内容はアカデミックスキルである。ラ

ーニングコモンズの運営部局と学部教育との連携

に関する事例ということができる。 
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（（11））事例⑪：Ｋ大学における授業 
 K 大学では、短期大学生に、情報系学科でのプ

ログラミング教育を、ラーニングコモンズを利用

して実施している。そして、ラーニングコモンズ

を利用した PBL の取り組みによって、机上の学

習だけではなく、より実践的なプログラミング能

力の習得と、コミュニケーション能力の育成を図

ることができると報告されている（澤口 2012）。 
＜分析＞ 
 本事例は、教育対象は短期大学生、教育内容は

プログラミング教育である。プログラミング教育

を PBL 形式で行うために LC を利用していること

が分かる。 
 

（（12））事例⑫：Ｌ大学における授業 

 L 大学では、小学校教師を目指す学生が、外国

語活動および外国語を指導できる力を身につける

ために、教室で使える英語表現を身につけ、歌や

チャンツなどのアクティビティ、ICT の活用等、

英語を主体的に学ぶ活動を通して、実践力や指導

力を育成させる授業をラーニングコモンズで行っ

ている。電子黒板ソフトを利用した小学校におけ

る英語の授業を見据え、ラーニングコモンズの環

境を利用することで、実際に電子黒板を使用させ、

電子黒板の特徴や利点を学ばせている（浅井ら 
2017）。 
＜分析＞ 
 本事例は、小学校教員養成課程を持つ大学の授

業実践である。LC の環境で電子黒板の機能を体験

させ、将来、ICT を利用したり、アクティビティ

を伴う授業実践を行うことができる教師の育成を

目指した授業である。 
 
3.3 全事例からの考察 
 全 12 事例の整理と分析をもとに、LC を利用し

た授業実践の現状と特徴について、「対象学生と教

育内容」、「教育方法とリソースの利用」、「LC で授

業を行うことの意義と課題」の観点から考察する。 
 

（（1））対象学生と教育内容 
 教育内容として、まず、情報検索やレポート作

成、ディスカッションやプレゼンテーションとい

ったアカデミックスキルに関連した授業が多く見

られ（事例①、④、⑦、⑩）、対象学生は、多くは

教養教育や初年次教育の科目を受講する初年次学

生が中心であったが（事例①、④、⑦）、大学院生

も見られた（事例⑩）。 
 次に、図書館司書課程など、図書館に関する専

門的内容を教育するために LC を利用した授業が

複数見られ（事例③、⑧）、対象学生として、図書

館司書を目指す学生、ないしはそれに関心を持つ

学生であることが窺われた。 
 さらに、福祉教育、看護教育、英語教師教育と

いった専門的な教育内容に関連した授業も 1 事例

ずつ見られ（事例⑤、⑨、⑫）、専門的な仕事を目

指す、ないしはそれに関心を持つ学生を対象とし

ていることが窺われた。なお、教養・専門・大学

院のどの教育課程においても、LC 利用の授業は

存在した。 
 

（（2））教育方法と「リソース（resource）」の利用 
 教育方法としては、アクティブラーニングや

PBL形式といった方法を用いている授業がほとん

どであったが、特に、冊子や動画といったコンテ

ンツの制作活動を伴う授業（事例③、⑤）や、タ

ブレット端末や電子黒板などの情報端末・機器を

使用する授業（事例⑨、⑪、⑫）が、LC で行われ

ていた。 
 プレゼンテーションやディスカッションを行う

アクティブラーニングでは、プロジェクターや可

動式の机・椅子といった「コミュニケーションの

ためのリソース」が利用され、また、コンテンツ

の制作活動及び情報系に関連する教育内容におい

ては、情報機器・端末など「メディア系のリソー

ス」が用いられていることが分かった。 
 

（（3））LC で授業を行うことの意義と課題 
 LC で授業を行うことの意義は、上記（2）でも

述べたが、LC 環境は、プレゼンテーションやディ

スカッションなどコミュニケーションを土台とす

るアクティブラーニングを実践しやすい「コミュ

ニケーションのためのリソース」がある点、さら

に、情報機器・端末といった「メディア系のリソ

ース」を用いた実践が展開しやすい点にあると考
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えられる。通常の教室では、可動式の机・椅子、

プロジェクターやホワイトボードはあっても PC
まで備わっていることは稀である。また、学内の

PC ルームは、PC の台数は多いものの机・椅子は

固定され、学生間のコミュニケーションには不向

きなケースが多い。LC は、その両方の側面を兼ね

備えた環境であるといえよう。 
 また、図書館や LC は、地域社会にも開かれて

いることが多い。事例④では、地域のゲストスピ

ーカーによるトークが授業に取り入られていた。

もちろん、地域のインフルエンサーや専門家を招

いたトークは、通常の教室でも LC でもどちらで

も実施可能であるが、より地域社会の人たちにも

開放された場である図書館や LC では、今後、地

域社会との接点を持つ教育実践の展開が期待され

る。 
 文献の検索結果とその整理からも明らかなよう

に、現在、LC を利用した正課の授業実践は決して

多くない。しかし、それに参加した学生は、LC の

存在や機能を知ることになるため、その後の自主

的、主体的な学習活動のための LC 利用も期待で

きるだろう。 
 次に、LC で授業を行う上での課題として示唆さ

れたこととして、LC の運営部局から見た場合、学

部教育・教員との連携が必要という点が挙げられ

る。事例②、⑩は、LC に在駐している教員が、学

部の教員と連携して学部教育の授業に貢献してい

る事例であった。辻（2021）は、正課外に LC で

学生向けのアカデミックセミナーを開催しても、

必ずしも十分な参加学生が集まらないことを指摘

している。その意味で、LC で正課外の教育実践を

行う場合、正課の学部教育との連携が一層必要と

考えられる。 
 また、LC の環境的特性に関わる課題として、事

例⑦の大学院生向けのプレゼンテーションの訓練

の授業において、LC は開放的で立ち寄りやすいが、

周囲の目や音が気になるため授業への集中が妨げ

られるという点が指摘されていた。この事例から

は、LC の開放性や立ち寄りやすさが、発表や議論

の活動において負に作用することもあることが窺

える。よって、活動の種類によっては、通常の教室

の利用や、LC の中でも閉ざされたグループ学習室

などの利用の検討が必要であることも示唆された。 
 
4. まとめと今後の展望 

 本研究では、LC を利用した正課の授業に関する

文献調査を行い、全 12 事例について分析し、それ

を踏まえ、LC を利用した授業実践の現状と特徴を

考察した。とりわけ、「対象学生と教育内容」、「教

育方法とリソース（resource）の利用」、「LC で授

業を行うことの意義と課題」の観点から考察した。 
 その結果、初年次学生を対象としたアカデミッ

クスキル教育の授業が最も多く、次に、図書館司

書を目指す学生を対象とした司書教育の授業が続

いた。教養・専門・大学院のどの教育課程におい

ても LC を利用した授業は見られた。教育方法と

しては、アクティブラーニングや PBL 形式の方法

を用いている授業がほとんどであったが、プレゼ

ンテーションやディスカッションを行う授業だけ

でなく、コンテンツの制作活動を伴う授業やタブ

レット端末、電子黒板など、情報端末・機器を使

用する授業も多く存在した。LC の「リソース」と

して、プレゼンテーションやディスカッションを

行う授業では「コミュニケーションのためのリソ

ース」が利用され、制作活動や情報端末・機器の

使用を伴う授業では「メディア系のリソース」が

利用されていた。そして、そうした両側面のリソ

ースを兼ね備えた環境である点が、通常の教室や

PCルームとは異なるLCの特徴であることを述べ

た。さらに、地域社会に開放され、社会と接点を

持つ教育実践の創造が期待できることも LC の利

点になる可能性を指摘した。 
 LC で授業を行う上での課題としては、LC のス

タッフが正課外の教育実践を行う場合、正課の学

部教育・教員との連携が重要であることを述べた。

さらに、LC 環境の開放性や立ち寄りやすさは必ず

しも良いことばかりではなく、発表や議論の活動

において学生の集中の妨げになることもあるため、

活動の種類によっては、通常の教室の利用や、LC
の中のグループ学習室などの利用がよい場合もあ

ることに言及した。 
 今後は、LC を利用した教育実践として、正課の

授業だけでなく、正課外で教職員が企画・実施し

ている学生向けのプロジェクトやセミナーなどの
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教育実践にも分析の対象を広げたい。また、LC の

形態に着目し、図書館に併設されている LC と図書

館から独立している LC の間で、実施されている教

育実践の内容や方法の違いがあるかどうかについ

ても分析対象を広げ、教育のための環境としての

LCの実態と可能性について明らかにしていきたい。 
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